
外科学第二講座に通院中の患者樣へ（臨床研究に関する情報） 

 

当院では, 以下の臨床研究を実施しております．手術前の説明時に, 医学研究へのご協力を同

意していただきました内容に則して適正に実施致します．この研究に関するお問い合せなどが

ありましたら, 以下の「問い合わせ先」へご照会ください．  

 

[研究課題名] 膵切除における抗血栓薬服用歴が術後経過に及ぼす影響に関する研究 

[研究機関] 浜松医科大医科大学附属病院 外科学第二講座 

[研究承認]  浜松医科大学の倫理審査委員会での審査を経て学長より許可されました．  

[研究実施期間]  倫理委員会の承認日から 2024 年 12 月 31 日までを予定しております．  

[研究責任者] 浜松医科大学 森田 剛文 （外科学第二講座） 

[研究資金] なし 

[利益相反] 本研究に携わるすべての研究者はいかなる利益相反も有していません．  

[研究の目的] 抗血栓薬服用が膵切除術にどのような影響を与えるかを検討します． 

[研究の意義]   

膵切除術は，患者様への負担の大きな手術であり，術中術後出血などは大きな合併症となる可

能性があります．抗血栓薬内服が膵切除術に与える影響を明らかにすることで，より安全な周

術期管理が行えると考えられます． 

[研究の方法] 本研究は多施設共同研究であり、当院で膵切除術を受けられた患者様の電子カ

ルテ内の情報を匿名化し、研究代表施設である奈良県立医科大学 消化器・総合外科に提出し

ます。提出したデータは、他の調査対象施設のデータと一緒に統計学的解析が行われます。 

 

●対象となる患者樣 

2015年1月より2017年12月に、当院および日本肝胆膵外科学会専門制度認定修練施設から募った

研究参加施設で膵切除を受けられた患者様． 

●利用する情報 

調査・検査項目 

1) 通常の診療範囲内で収集する項目 

「主要評価項目」 

 膵切除後術後出血の発症 

 術後出血は ISGPS Postpancreatectomy hemorrhage の定義により評価する 

 

「副次評価項目」 



 術後出血発症までの時間 

 各抗血栓薬ごとの術後出血の発症 

 術後合併症（術後血管血栓疾患，膵液瘻，術後胃停滞遅延，腹腔内膿瘍） 

     術後生存期間 

     

 （術前項目） 

 年齢，性別，既往歴（虚血性心疾患，不整脈，脳血管疾患，血栓症，心血管ステント治

療歴，糖尿病，血液透析，胃十二指腸潰瘍），BMI，ASA score，抗血栓薬の服用歴（薬薬

の種類，服用期間，休薬期間），術前治療の有無 

 （手術関連項目） 

 術式，手術時間，出血量，輸血量，他臓器合併切除の有無 

 （術後項目） 

 病理診断, 術後合併症（Clavien-Dindo 分類，術後出血，術後血管血栓疾患，膵液瘻，術

後胃停滞遅延，腹腔内膿瘍），在院死の有無，在院日数，術前・術後補助療法の内容・施

行期間，術後生存期間 

 

[個人情報の取り扱い] 

カルテから, お名前, 住所など, 患者樣を直接同定できる個人情報を削除した上で, 上述の情

報のみを残したデータを用いて解析します．  

[患者様の負担や利益] 本研究による患者様の負担や利益は生じません．  

＊上記の研究にカルテ情報等を利用することをご了解いただけない場合や, 研究に関する資料

閲覧の希望などの問い合わせがありましたら, 下記にご連絡ください． なお, ご了承いただけ

ない場合に何らかの不利益を被ることはありません．  

 

[問い合わせ先] 

静岡県浜松市東区半田山 1-20-1 

浜松医科大学医学部附属病院 第二外科診療科群 担当医師 武田 真 

電話 053-435-2279   FAX: 053-435-2273  e-mail: mtakeda@hama-med.ac.jp 

［研究代表機関］ 

奈良県立医科大学 消化器総合外科 教授 庄 雅之 

［共同研究機関］ 

日本肝胆膵外科学会・高度技能専門医制度認定修練施設  


